
経営の状況
経営を始めてから２年間は収入がな
く苦労されたそうですが、現在は市場
の平均価格より10％以上高く子牛を
販売できているとのことです。子牛は
約９ヶ月で市場へ出荷しており、出荷
までに手をかけた分、高値が付くこと
がやりがいだとおっしゃっていました。
また、牛舎近接地の他市内２か所の
３haを牧草地として利用し、牧草を年
に２～３回収穫することで飼料代の削
減に努められています。 地域との関わり・今後について

県内の規模の大きな生産者と話した
り、農協職員の方からアドバイスをも
らったりすることが経営の向上に役
立っているそうです。また、共進会
（牛の品評会）に参加し他の農業者
の牛と比べ育成方法を勉強し、成果
をあげることで、自身、ひいては高山
市の発展につながると考えています。
今後は繁殖牛を常時100頭まで規模
を拡大するとともに、自給飼料の生
産体制を整え、循環型農業を目指
していきたいとのことです。
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就農までの経緯
岩田さんは、幼少期からお父様の酪農
経営をみて育ちましたが、高校・農業
大学校で学んだ和牛繁殖に取り組みた
いと考えるようになり、卒業後、飛騨牛
の繁殖を行う法人で職員として勤務さ
れました。しかし、お父様が酪農経営を
続けることができなくなったため法人を
退職し、施設の譲渡を受け、平成30年
から和牛繁殖経営を開始しました。現
在は約50頭の牛を飼養されています。


